
 

◆ 授業改善のポイント 
 
 
 
 
 

◆ 今回の調査結果から明らかになった成果と課題  
 

 
 

◆ 成果が見られた問題の概要 大問１（４）「地域調査の手法」（思考・判断・表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  単元など内容や時間のまとまりを見通した「問い」を設定し，社会的な見方・考え方を働かせること
で，社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連等を考察したり，社会に見られる課題を把握し
てその解決に向けて構想したりする学習の一層の充実を図ります。 

〇  図表やグラフ，写真などの多様な資料，地図などの活用を明確に位置付けて指導を行います。資料
から考えられることをまとめたり，説明したりする学習活動を繰り返し，資料活用の技能の習熟を図り
ます。 

 
 
 
 
成 果：調べて分かったことを表現する方法を適切に選択することについては概ねできています。 
課題①：複数の資料から読み取った情報を関連付けて考察し，説明することに課題が認められます。 
課題②：時代の特色（文化の特色や栄えた時期など）についての理解が図られていません。 

【設問の概要】  
   調査で得られた情報の効果的なまとめ方について考察し，判断しているかどうかをみます。 
 

平均正答率 

（％） 

本県 市町村 自校 

80.7     

 

 
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 １ と解答しているもの  4.1  

 ２ と解答しているもの  9.9  

◎ ３ と解答しているもの 80.7  

 ４ と解答しているもの  5.1  

 無解答  0.1  
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 【指導継続のポイント】 

 

 

 

 

 

◆ 課題が見られた問題の概要①  大問３（２）「日本の地域的特色」 （ 思 考 ・判 断 ・表 現 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【問題点】 

 

 

 
 
【改善点】 

 

 

○  様々な資料を適切に読み取ったり，地図を効果的に活用して事象を説明したりするなどの作業的
な学習活動を一層充実させます。 

○  生徒自らが適切な主題を設けて調べ，多面的・多角的に考察し，学習の過程や結果をまとめる単
元を設定します。まとめる際に，学習対象の地域で見られる事象を，地図や図表，グラフなどに表現す
る学習活動を位置付けます。 

 

表の中の○Bのテーマについて，みなとさんたちは，中国・四国地方の気候について調べを進め，次のノート
２を作りました。ノート２の  ○い  にあてはまる内容を答えなさい。 

（正答の条件）次の(a)，(b)を満たして解答している。 

(a) 資料４を基に瀬戸内地域でため池が多い理由を適切に書 

いている。 

(b) 資料３を基に降水量が少ない理由を適切に書いている。 

（正答例） 

・ 季節風が山地にさえぎられてしまい，一年を通して降水量 

が少ない。 

・ 日本海側と太平洋側から吹くしめった風が山で雨を降ら 

せてしまうので，雨が少ない。                      など 

平均正答率 

（％） 

本県 市町村 自校 

25.0     

 

○ 各資料から読み取った事実同士の関係を考察し，社会的事象（全国のため池のおよそ半分近く
が瀬戸内地域にある）の意味を説明する力が十分ではありません。瀬戸内地域の気候の特色につ
いては小学校の既習事項ですが十分な定着が図られていないと考えられます。 

 

○ 「瀬戸内地域にため池が多く見られるのはなぜか」などの問いを設けて，調べた事実を基に考察
し，自分の言葉で説明する学習活動の充実を図ります。その際，教師や生徒が根拠や理由を問い返
して進めるようにします。 

【設問の概要】  
    複数の資料を基に，中国・四国地方（瀬戸内地域）の気候の特色について，複数の資料を関連

付けて考察しているどうかをみます。 
 

 
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 
条件(a)を満たしているが，条

件(b)を満たしていないもの 
34.3 

 

 

条件(a)を満たしていないも

の 

※条件(b)を満たしているか

どうかは不明 

29.8 

 

◎ 
条件(a)，（ｂ）を満たして書い

ているもの 
15.0 

 

○ 
条件(a)を満たし，条件(b)

に不明瞭な点があるもの 
 9.4 

 

 無解答  6.6  

 その他  4.3  

 

○ 

条件(a)，（ｂ）を満たしている

が，資料４の内容から離れて

いるもの 

 0.6 
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◆ 課題が見られた問題の概要② 「大問６（１）「近世の日本（江戸時代中期）」（知識・技能 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題点】 

 

 

 

 

【改善点】 

 

 

 

 

 

【設問の概要】  
江戸時代の文化の特色や栄えた時期について理解しているかどうかをみます。 
 
 りえこさんは，江戸時代に行われた政治や政治改革について，次のメモⅠからメモⅤのように整理しました。 

メモ I の中の下線部○Ａ について，徳川綱吉による政
治が行われた時代にさかえた文化を説明した文として
適切なものを，次の１から４までの中から１つ選びなさ
い。 
【選択肢】 
１  武士の文化と貴族の文化が交じり合うことで生ま

れた，質素で落ち着いた文化 
２  新たに経済力をつけた，上方（大阪・京都）の町人

たちを担い手とする文化 
３  海外との貿易などで力をつけた大名や豪商たち

を中心とする，豪華で壮大な文化 
４  江戸が経済的に発展するなかで生まれた，江戸の

庶民を担い手とする文化 

平均正答率 

（％） 

本県 市町村 自校 

35.0     

 
 
正答 解答類型 反応率（％） 自校 

 １ と解答しているもの 17.7  

◎ ２ と解答しているもの 35.0  

 ３ と解答しているもの 16.1  

 ４ と解答しているもの 30.6  

 無解答  0.5  

 

○  政治の特色や社会の様子，文化の特色などを関連付けて，時代の特色を理解することができてい
ません。江戸時代に栄えた文化の名称，特色は知っていても，栄えた時期や時代背景と結び付けた理
解が十分ではないと考えられます。 

 

 

 
○  各時代の特色を大きく捉え，政治の展開，産業の発達，社会の様子，文化の特色など他の時代と

の共通点や相違点に着目して，学習した内容を比較したり関連付けたりするなどして，その結果を言
葉や図などで表したり，互いに説明したりする学習活動を充実させます。 

○  各時代の転換点に着目し，歴史的事象（結果）が生じた原因をまとめたり，説明したりする学習活
動を充実させます。指導に当たっては，年表を活用し，いつ頃の出来事であるかを適宜確認する意識
をもたせることが重要です。 
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